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要　旨

　感動体験は「強く心を揺さぶられた体験」と定義され、意欲の向上や視野の広がり、
他者志向の進展に効果があるとされる。本研究では実務実習後の薬学生10名を対象者と
したインタビュー結果から薬学生の実務実習中の感動体験とそのプロセスを解析し、上
記の効果や専門分野に関連する知識や職業選択への影響について検討した。インタビュ
ー結果はweft QDAを用いてコーディングによって解析した。オープンコーディングで
は281コード、焦点的コーディングでは37概念、16カテゴリー、4テーマが抽出された。
体験後の変化は6つのカテゴリーを持ち、そのうち[患者やその家族を中心に]や[薬剤師
の役割理解]は1概念のみで構成されていた。また [能力]の下位概念は[勉強への意欲]、
[視野の広がり]、[外向性の向上]、[判断力の向上]、[元々持っていた考え方の加速]、
[ネガティブな体験を良い変化に変えようとする]であった。実務実習中の感動体験は能
力の向上、患者/家族の視点獲得、薬剤師役割の理解につながる。感動体験の効果を活
かすためには第三者への共有や実務実習後のフォローが重要であることが明らかになっ
た。
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Ⅰ．はじめに
　日常生活における強い情動をともなう体験は、感動体験と名付けられている1)。情動と
いうのは、ある重要な事象に接した際に私たちが経験する、比較的強い一過性の（短時
間で終結する）反応を指している2)。「感動」には、喜び・嬉しさ、悲しみ・哀れみ、共感・
同情、驚き、尊敬、達成感、素晴らしさが含まれていることが分かっている1)。しかし、「感
動」という言葉は英語には存在せず3)、欧米においては感動を言い表す場合、「印象を受
ける（impress）」や「心を動かされた（move)」が用いられる。感動に近い表現として、「審
美的感情（aesthetic emotion）」や「共感（empathy）」といった名詞が存在しているが、
あくまで日本語の「感動」の一類型と言える1)。感動体験を経験すると、やる気・肯定的
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思考・自立性・自主性・自己効力への「動機付けに関連する効果」、思考転換・視野拡大・
興味拡大への「認知的枠組みの更新に関連する効果」、人間愛・関係改善・寛容・信頼・
利他意識への「他者志向・対人受容に関連する効果」が得られるとされる4)。
　薬学生にとって、約6ヶ月の長期にわたり、臨床現場で様々な経験をする実務実習は
感動体験の機会となる。従来の研究では、実務実習中のような特定の時期や場所での感
動体験に対する知見は十分ではない。実務実習に関する研究は多数あるが、教育者側か
らの視点で教育的効果に焦点が当てられているものがほとんどで、学生の感情に焦点を
置いた研究は行われていない。学生が体験によって変化していくプロセスをとらえる視
点が希薄で、学生の語った内容に即して実務実習の内実が論じられているとは言い難い。
感動体験をキーワードとして実務実習を学生の視点から分析することで、学生の感情や
変化していくプロセスに着目した実務実習の意義が明らかになる可能性がある。
　大学生の感動体験はリアリティショック（以下、RSとする）やポジティブサプライズ

（以下、PSとする）の経験と関連があると論じられてきた。RSとPSは、期待と現実の組
み合わせによる分類であり、学生から社会人への移行で生じるとされる組織への適応課
題である5)。RSは、期待と現実のミスマッチを感じた場合や、自分自身の能力や適性に
対する過信が打ち砕かれた場合に起こるとされ、RSはネガティブ・ポジティブな影響の
ある両義性を有する概念である6)。ネガティブな影響としては、実証されているほとん
どの研究において、組織や上司への信頼感、組織社会化、離職意識に影響を及ぼしてい
ることが示されている5)。さらに、自己無力感と他者不信感を生じ、RSを克服していく
上で、原因を上司や職場の同僚に帰属させ、職場の人間関係や仕事そのものに否定的な
影響を与えることになる。キャリア初期の人間関係の不信感は、組織内での人間関係の
構築やネットワークの広範化にもネガティブな影響を与え、組織適応や組織内キャリア
発達の阻害要因になると考えられる7)。一方、ポジティブな影響としては、覚醒効果、
動機づけ効果、学習促進効果、ネットワーク広範化促進効果の4つがあると考えられて
いる8)。PSは、期待や予想以上に現実が優れており、良い意味で裏切られた場合を言っ
たものである7)。PSを経験することは、RSとは反対に組織に対する愛着などを高め、組
織適応を促進すると言える5)。RSやPSに関しての研究は、新人看護師に対して9)や保育
実務実習生6）に対しての研究があり、同様の研究の枠組みを薬学生の実務実習について
用いることが可能である。
　本研究では感動体験は「強く心を揺さぶられた体験」として定義する。その上で、実
務実習中の体験における強い感情の発現と認識変容のプロセスを「感動体験」という概
念によって把握することを目的とする。感動体験の種類とその体験によって学生が感じ
た変化とプロセス、変化が見られない場合どのような影響が考えられるのか分析した。

２．対象と方法
　調査は2019年3月～2019年5月に実施した。約6ヶ月間の実務実習を終えた昭和薬科大
学薬学生10名に調査を依頼し、実施した（表1参照）。対象者の選択は男女の総数が同数
となること、実習先に偏りが出ないよう行った。対象者には、あらかじめ研究目的を説
明し、守秘義務、音声の録音、中断の権利、協力の意思選択の権利について、すべて同
意を得た上でインタビューを実施した。なお、No.1～No.3はグループインタビューで行
ったが、時間と場所が同じであったのみであり、ひとりひとりへのインタビューができ
たため他の対象者と同等の扱いをしている。インタビュー時間は平均43.00(±7.56)分だ
った。
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　インタビュー時の会話内容はICレコーダーで録音した。質問内容は、実務実習期間に
おける感情が強く揺さぶられた体験についてである。体験のエピソードを聞き取る際に
は5W1Hの6つの要素を聞き取りつつ、感情の動き、変化、体験の記憶の共有の有無、職
業選択への影響、自分への影響力についても聞き取りを行った。対象者が自由にエピソ
ードを語ることができるよう半構造化インタビューの形式で行った。また、インタビュ
ー開始前にはフェースシートの記入、TIPI－Jを用いてBig Fiveパーソナリティ特性の5
つの次元の測定を行った。フェースシートでは、年齢、性別、実習期、実習前後の希望
就職先、病院概要（施設名、病床数、実習病棟）、薬局概要（施設名、1日の処方せん枚数、
近隣医療施設）について尋ねた。
　インタビュー後、録音データを基に逐語録を作成し、QDAソフトであるweft QDAを
用いてコーディングを実施した。コーディングとは、研究に必要な質的データを特定の
話題、テーマ、人物、などで近しいデータを一つにまとめていく作業である。コーディ
ングは「オープンコーディング」と「焦点的コーディング」の2段階に分けて行った。オ
ープンコーディングでは、１行１行丹念に読み込みながらコードを書き込んでいき、焦
点的コーディングでは、オープンコーディングでつけられたコードを整理・集約し、抽
象度の高い、加えて比較的少数の概念的カテゴリーに対応するコードを選択的に割り振
っていき、またそれらの概念同士の関係について明らかにしていく作業を行った(図1参
照)。各概念は分析ワークシート（図2参照）を用いて個々の逐語録の内容と紐づけ、概
念の定義や理論的根拠を整理した。類似例と対極・矛盾例をデータから検索し、類似例
は「具体例」に追加していき、対極・矛盾例があれば「理論的メモ」に記入した。新た
な概念が生成される度に「概念名」と「定義」と「具体例」の継続的比較分析を行うこ
とで、分析ワークシートの統合や分割、言葉の表現の変更といった調整をする。これを
理論的飽和化まで行った。
　最終的にはテーマ、カテゴリー、概念同士の関係、体験後の変化の過程を解釈し、結
果図を作成し全体の関係性をまとめた。
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表 １ ． 対 象 者 概 要  

ID 年 齢  性 別  イ ン タ ビ ュ ー 時 間  逐 語 録 文 字 数  

No.１  23 女 性   

47 分 36 秒  

 

10143 字  No.２  23 女 性  

No.３  23 女 性  

No.４  25 男 性  37 分 06 秒  5454 字  

No.５  23 女 性  38 分 25 秒  7701 字  

No.６  25 男 性  40 分 32 秒  10949 字  

No.７  24 女 性  57 分 33 秒  11905 字  

No.８  25 男 性  38 分 00 秒  5657 字  

No.９  23 男 性  34 分 37 秒  8272 字  

No.10 23 男 性  50 分 09 秒  14156 字  

 

 
図 1．コーディング方法  
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図 2．分析ワークシートによる分析例の一例  

 
３． 結 果  
3 .1 ． コ ー デ ィ ン グ 結 果  

オ ー プ ン コ ー デ ィ ン グ で は 28 1 の コ ー ド を 抽 出 し た （表 2 参照）。 焦 点 的 コ ー デ ィ
ン グ で は 2 81 の コ ー ド を整理・集約し た 結 果 、 3 7 概 念 、 19 カ テ ゴ リ ー 、４テ ー マ に
グルー プ 分 け し た 。 テ ー マ は⼤きく 分 け て （ 1 ） 感 動 体 験 、（ 2 ） 体 験 後 の 変 化 、（ 3 ）
第 三 者 へ の 共 有 （ 4 ）⾃⾝で は 変 え る こ と の できな い 実 習環境の条件の 4 つ に 分類さ
れ た 。 テ ー マ （ 1）、（ 2 ） に つ い て は 、今回の イ ン タ ビ ュ ー の主題で あ り 、 他 の テ ー マ
よ り顕著に コ ー ド数が多い （表 3 参照）。（ 3 ）、（ 4 ） に お い て は 感 動 体 験 と そ の 後 の
変 化 に 影 響 す る テ ー マ と な っ て い る （図 3 参照）。  
 
 
 
表 2. オ ー プ ン コー デ ィ ン グ 結果 概 要  

ID コ ー ド 数  

No.1 18 

No.2 17 

No.3 12 

No.4 21 

No.5 41 

No.6 38 

No.7 45 

No.8 26 

No.9 32 

No.10 31 

合 計  281（ 重 複 含 む ）  

 
表 3． 焦 点 的 コ ーデ ィ ン グ 結 果概 要  

テ ー マ 数  カ テ ゴ リ ー 数  概 念 数  

４  19 37 

 

３．結果
3.1．コーディング結果
　オープンコーディングでは281のコードを抽出した（表2参照）。焦点的コーディング
では281のコードを整理・集約した結果、37概念、19カテゴリー、４テーマにグループ
分けした。テーマは大きく分けて（1）感動体験、（2）体験後の変化、（3）第三者への
共有、（4）自身では変えることのできない実習環境の条件の4つに分類された。テーマ

（1）、（2）については、今回のインタビューの主題であり、他のテーマより顕著にコー
ド数が多い（表3参照）。（3）、（4）においては感動体験とその後の変化に影響するテー
マとなっている（図3参照）。

― 30 ―

昭薬大・紀要　54,  2020



 3 

 
図 2．分析ワークシートによる分析例の一例  

 
３． 結 果  
3 .1 ． コ ー デ ィ ン グ 結 果  

オ ー プ ン コ ー デ ィ ン グ で は 28 1 の コ ー ド を 抽 出 し た （表 2 参照）。 焦 点 的 コ ー デ ィ
ン グ で は 2 81 の コ ー ド を整理・集約し た 結 果 、 3 7 概 念 、 19 カ テ ゴ リ ー 、４テ ー マ に
グルー プ 分 け し た 。 テ ー マ は⼤きく 分 け て （ 1 ） 感 動 体 験 、（ 2 ） 体 験 後 の 変 化 、（ 3 ）
第 三 者 へ の 共 有 （ 4 ）⾃⾝で は 変 え る こ と の できな い 実 習環境の条件の 4 つ に 分類さ
れ た 。 テ ー マ （ 1）、（ 2 ） に つ い て は 、今回の イ ン タ ビ ュ ー の主題で あ り 、 他 の テ ー マ
よ り顕著に コ ー ド数が多い （表 3 参照）。（ 3 ）、（ 4 ） に お い て は 感 動 体 験 と そ の 後 の
変 化 に 影 響 す る テ ー マ と な っ て い る （図 3 参照）。  
 
 
 
表 2. オ ー プ ン コー デ ィ ン グ 結果 概 要  

ID コ ー ド 数  

No.1 18 

No.2 17 

No.3 12 

No.4 21 

No.5 41 

No.6 38 

No.7 45 

No.8 26 

No.9 32 

No.10 31 

合 計  281（ 重 複 含 む ）  

 
表 3． 焦 点 的 コ ーデ ィ ン グ 結 果概 要  

テ ー マ 数  カ テ ゴ リ ー 数  概 念 数  

４  19 37 
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図 3． テ ー マ の 相 関 図  
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薬 学 ⽣ の 実 務 実 習 中 の 感 動 体 験 は①現場体 験 、②仲間 と の 関係構築、③指導者 と の
関係構築の 三種類に 分 け ら れ 、 学 ⽣ は⼈と の 関わり に よ っ て 感 動 体 験 を 経 験 す る こ と
が 分 か っ た （表 4 参照）。 指導者 と の 関係構築で は 、 関係がポジテ ィ ブ で あ っ た か 、
ネ ガ テ ィ ブ で あ っ た か に よ っ て⼤きく⼆つ に 分 か れ て い た 。ポジテ ィ ブ な 関係は 、
「 や さ し さ 」「評価」「 指摘」 で あ る 。 ネ ガ テ ィ ブ な 関係は 、「葛藤」 で あ る 。  

ま た 、 学 ⽣ は現場体 験 に お い て RS や PS を 経 験 す る 。 RS は 患 者 と 接 す る こ と で 、
PS は 患 者 と 接 す る こ と に 加 え て 、 活躍す る 薬 剤 師 の姿を⾒る こ と で 経 験 し て い た 。  
 感 動 体 験 が無い と 感 じ る 理由に は 、「気に し な い 」 と い う 元 々 の 性格以外 に 実 習内
容に 関 す る も の が あ る こ と が 分 か っ た 。「気に し な い 」 と い う 概 念 に当て は ま る コ ー
ド を 持 つ 対 象 者 のパーソナリ テ ィ特性 の 結 果 （表 5） を⾒る と 、 外 向 性 、開放性 が低
い こ と が 分 か っ た 。  
 
表 4． テ ー マ １  感動 体 (全 100 コ ー ド ) 

カ テ ゴ リ ー 名  概 念 名  

現 場 体 験 (50) 患 者 理 解 の 不 十 分さ (23)* 

他 職 種 と の 関 わ り (2)** 

患 者 か ら の 感 謝 ・信 頼 (10)** 

薬 剤 師 職 の 理 解 ・憧 れ (14)** 

達 成 感 (1) 

指 導 者 と の 関 係 構築 (24) 評 価 (3) 

や さ し さ (5) 

葛 藤 (11) 

指 摘 (5) 

仲 間 と の 関 係 構 築 (2) 仲 間 と の 関 係 構 築 (2) 

心 を 揺 さ ぶ ら れ た体 験 は 無 い (24) 気 に し な い (3) 

想 像 通 り (5) 

物 足 り な さ (13) 

多 忙 (3) 

※ （  ） 内 に コ ード 名 を 記 載  *RS **PS 

  

3.2．感動体験
　薬学生の実務実習中の感動体験は①現場体験、②仲間との関係構築、③指導者との関
係構築の三種類に分けられ、学生は人との関わりによって感動体験を経験することが分
かった（表4参照）。指導者との関係構築では、関係がポジティブであったか、ネガティ
ブであったかによって大きく二つに分かれていた。ポジティブな関係は、「やさしさ」「評
価」「指摘」である。ネガティブな関係は、「葛藤」である。
　また、学生は現場体験においてRSやPSを経験する。RSは患者と接することで、PSは
患者と接することに加えて、活躍する薬剤師の姿を見ることで経験していた。
　感動体験が無いと感じる理由には、「気にしない」という元々の性格以外に実習内容
に関するものがあることが分かった。「気にしない」という概念に当てはまるコードを
持つ対象者のパーソナリティ特性の結果（表5）を見ると、外向性、開放性が低いこと
が分かった。
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表 5. 対 象 者 の BIG5 点 数  

ID 年 齢  性 別  外 向 性  協 調 性  勤 勉 性  神 経 症 傾 向  開 放 性  

No.１  23 女 性  8 11 9 7 9 

No.２  23 女 性  9 11 6 11* 7 

No.３  23 女 性  7 7** 6 8 4** 

No.４  25 男 性  3** 9 7 9 4** 

No.５  23 女 性  3** 10 4** 8 10* 

No.６  25 男 性  7 11 5 7 11* 

No.７  24 女 性  6 9 8 10* 8 

No.８  25 男 性  8* 10 3** 11* 7 

No.９  23 男 性  4** 11 6 7 8 

No.10 23 男 性  13* 12* 2** 12* 11* 

*SD 以 上  **SD 以下 （ 川 本 ら (2015)の ビッ グ ・ フ ァ イ ブ ・パ ー ソ ナ リ ティ 特 性 の年

齢 差 と 性 差 の 研 究に よ る 20 代の 男 女 の平 均 （ SD） よ り ）  

 
3 .3 ． 体 験 後 の 変 化  

感 動 体 験 は 患 者 / 家 族 の 視 点 獲 得 、 薬 剤 師 役 割 の 理 解 に 加 え 、 キャリア形成 、 能 ⼒
の 向 上 効 果 が あ る 。 キャリア形成 は⾃分 も あ の 薬 剤 師 の よ う に働きた い と い っ たポジ
テ ィ ブ な 効 果 と⽬標の喪失と い っ た ネ ガ テ ィ ブ な 効 果 に 分 か れ る 。 ま た 、 体 験 し た当
時 の 感 情 は 持続す る こ と も あ れば、 変 化 す る こ と も あ る こ と が 分 か っ た 。 変 化 な し の
下 位 概 念 に は 、「 ネ ガ テ ィ ブ なエピソー ド の イ ンパクト」 と い う ネ ガ テ ィ ブ な 体 験 か
ら の 影 響 や 「将来的 な⽬標が 変わら な い 」 と い っ た個⼈の 元 々 持 っ て い た 考 え に よ る
も の が あ っ た （表 6 参照）。  
 
表 6． テ ー マ ２  体験 後 の 変 化  

カ テ ゴ リ ー 名  概 念 名  

感 情 の 時 間 的 変 化 (8) 持 続 (3) 

変 化 (3) 

大 き く 変 わ り は しな い (2) 

患 者 や そ の 家 族 を中 心 に (6) 患 者 や そ の 家 族 を中 心 に 考 え られ る (6) 

薬 剤 師 の 役 割 理 解 (13) 薬 剤 師 の 役 割 理 解 (13) 

キ ャ リ ア 形 成 (53) 職 業 選 択 (21) 

現 場 の 現状の把握 (14) 

自分もあの 薬 剤 師の ように働きた い (15) 

目標の喪失 (3) 

能力の 向 上 (28) 外 向 性 の 向 上 (3) 

判断力の 向 上 (1) 

勉強への意欲 (17) 

視野の広がり (3) 

元々持ってい た 考え方の加速 (1) 

ネガテ ィ ブ な 体 験を良い 変 化 に変 え ようとする (3) 

変 化 な し (9) ネガテ ィ ブ なエピソ ー ド の イ ンパクト (5) 

将来的 な目標が変わ ら な い (4) 

※ （  ） 内 に コ ード 数 を 記 載  

 
  

3.3．体験後の変化
　感動体験は患者/家族の視点獲得、薬剤師役割の理解に加え、キャリア形成、能力の
向上効果がある。キャリア形成は自分もあの薬剤師のように働きたいといったポジティ
ブな効果と目標の喪失といったネガティブな効果に分かれる。また、体験した当時の感
情は持続することもあれば、変化することもあることが分かった。変化なしの下位概念
には、「ネガティブなエピソードのインパクト」というネガティブな体験からの影響や「将
来的な目標が変わらない」といった個人の元々持っていた考えによるものがあった（表
6参照）。
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表6．テーマ２ 体験後の変化

カテゴリー名 概念名
感情の時間的変化(8) 持続(3)

変化(3)
大きく変わりはしない(2)

患者やその家族を中心に(6) 患者やその家族を中心に考えられる(6)
薬剤師の役割理解(13) 薬剤師の役割理解(13)
キャリア形成(53) 職業選択(21)

現場の現状の把握(14)
自分もあの薬剤師のように働きたい(15)
目標の喪失(3)

能力の向上(28) 外向性の向上(3)
判断力の向上(1)
勉強への意欲(17)
視野の広がり(3)
元々持っていた考え方の加速(1)
ネガティブな体験を良い変化に変えようとする(3)

変化なし(9) ネガティブなエピソードのインパクト(5)
将来的な目標が変わらない(4)

※（　）内にコード数を記載

3.4．第三者への共有
　表7より、ネガティブな感動体験も他者と共有できており、相談相手がいることが分
かった。共有の相手として、ポジティブな体験の記憶は友人、両親であった。ネガティ
ブな体験の記憶は研究室の教員、実務実習担当の教員、実務実習先の薬剤師であった。
どちらに対しても友人を共有相手とする対象者が多かった。対象者は友人と研究室の先
生というように異なる属性の人を複数挙げていた（図4参照）。また、共有の有無の性差
を見てみると男性よりも女性の方が共有を行っていることが分かった（表8参照）。
　第三者への共有は、ポジティブな感情を持続させたり、ネガティブな体験を良い経験
へ変化させたりする効果があることが分かった。しかし、共感を得られなかった場合、
ネガティブな感情を持続、増幅させてしまうおそれがある（表9参照）。

表7．テーマ3 第三者への共有

カテゴリー名、概念名
ポジティブな体験の記憶の共有(12)
ネガティブな体験の記憶の共有(18)
共有無し(15)

※（　）内にコード数を記載

 6 

3 .4 ． 第 三 者 へ の 共 有  
表 7 よ り 、 ネ ガ テ ィ ブ な 感 動 体 験 も 他 者 と 共 有 できて お り 、相談相⼿が い る こ と が

分 か っ た 。 共 有 の相⼿と し て 、ポジテ ィ ブ な 体 験 の 記憶は友⼈、両親で あ っ た 。 ネ ガ
テ ィ ブ な 体 験 の 記憶は 研 究室の教員、 実 習担当の教員、 実 習先の 薬 剤 師 で あ っ た 。ど
ち ら に 対 し て も友⼈を 共 有相⼿と す る 対 象 者 が多か っ た 。 対 象 者 は友⼈と 研 究室の先
⽣ と い う よ う に異な る属性 の⼈を複数挙げて い た（図 4 参照）。ま た 、共 有 の 有無の 性
差を⾒て み る と男性 よ り も⼥性 の ⽅ が 共 有 を⾏っ て い る こ と が 分 か っ た （表 8 参照）。 

第 三 者 へ の 共 有 は 、ポジテ ィ ブ な 感 情 を 持続させた り 、 ネ ガ テ ィ ブ な 体 験 を 良 い 経
験 へ 変 化 させた り す る 効 果 が あ る こ と が 分 か っ た 。 し か し 、 共 感 を 得 ら れ な か っ た場
合、 ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 を 持続、増幅させて し ま う お そ れ が あ る （表 9 参照）。  
 
表 7． テ ー マ 3 第三者への共有  

カ テ ゴ リ ー 名、概 念 名  

ポジテ ィ ブ な 体 験の 記憶の共有 (12) 

ネ ガテ ィ ブ な 体 験の 記憶の共有 (18) 

共 有無 し (15) 

      ※ （  ） 内 に コ ード 数 を 記載  

 

 
図 4．共有相手  

 
表 8． 男 女 別共有の有無  

ID 性 別  共有 (病院 ) 共 有 (薬局 ) 

No.1 女  あ り  あり  

No.2 女  あ り  あり  

No.3 女  あ り  な し  

No.4 男  な し  な し  

No.5 女  あ り  な し  

No.6 男  な し  あり  

No.7 女  あ り  な し  

No.8 男  な し  な し  

No.9 男  な し  な し  

No.10 男  あ り  あり  
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表8．男女別共有の有無

ID 性別 共有(病院) 共有(薬局)
No.1 女 あり あり
No.2 女 あり あり
No.3 女 あり なし
No.4 男 なし なし
No.5 女 あり なし
No.6 男 なし あり
No.7 女 あり なし
No.8 男 なし なし
No.9 男 なし なし
No.10 男 あり あり

表9．共有相手別の効果

共有相手 分析ワークシートより

友人
私が言ってきてあげようか？と言ってもらったり、優しくしてもらって、とても救わ
れた。自分よりも深刻に考えてくれ、回避ではなく乗り越え、ネガティブな体験を良
い経験へ変えようとする力となった。

両親 自分が思ってもみなかったことで感謝されて嬉しかった経験を母親へ話す。体験後も
嬉しかったという感情が残っている。

薬剤師 指導者との関係が良い方向へ行かなかったとき、他の薬剤師が今困ってることはな
い？と聞いてくれたりして、フォローしてもらえていることを感じ安心する。

実務実習担当の先生

病院担当の先生にも話したが、そういう人もいるよねーと笑って流され、話さなけれ
ばよかったと思い、人によって受け取り方が全然違うことを感じる。相談相手が自分
の思いを汲んでくれるわけではないため、相談後、よりネガティブな方向へ向かう場
合もある。

研究室の先生 研究室の教員は分かってくれたんだけど…

3.5．自身で変えることのできない実務実習環境の条件（表10、11）
　「実習期から来る影響」では、多忙であることや、実習のスタートが病院であり、病
院のスピードについていけず焦りをずっと感じていたことがコードとして含まれている。
コードは特に対象者IDのNo.5やNo.10のものが多くみられる。No.5やNo.10 は表12より、
病院の門前薬局であり、なおかつ薬局実習をⅢ期で行っている。薬剤師一人当たりの1
日の処方せん枚数は他の対象者と比べて特に多い。「カリキュラム」では、カリキュラ
ムに追い付けていない焦りや、もっと体験したいのにできない、という物足りなさやジ
レンマがコードとして含まれている。「実習先施設の人間関係」に当てはまるコードが
出てきた対象者は、仲良く話すことができ、聞きたいことを聞ける環境であったことや、
実習を辛いと感じている友人の実習先は施設内がギスギスしているといったことを話し
ている。
　ここで出てきた「多忙」や「物足りなさ」という言葉はテーマ１のカテゴリーである「心
を揺さぶられた体験は無い」の持つ概念に含まれている（表4参照）。これより、自身で
変えることのできない実習環境の条件が感動体験の有無に影響していることが分かった。

表10．テーマ4 自身で変えることのできない実習環境の条件

テーマ カテゴリー名、概念名

4．�自身で変えることのできない実習環境の
条件(19)

実習期から来る影響(4)
カリキュラム(13)
実習先施設の人間関係(2)

※（　）内にコード数を記載
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表11．テーマ４の概念に対する分析ワークシート
カテゴリー名、概念名 分析ワークシート（理論的メモ）より

実習期から来る影響(4)

・�病院Ⅰ期からのスタートで準備が追い付かないまま実習が始まってし
まい、適応できず焦る。

・�そもそもの処方せん枚数の多さと、繁忙期で、人手の足りなさを感じる。
新コアカリキュラムとなり、実習期がⅣ期になることへの期待。

カリキュラム(13)
・カリキュラムが多く自分が追い付けていないことへの焦り。
・�長い介入はできないこと、服薬指導があまりできないことに対するジ

レンマ。

実習先施設の人間関係(2)
・仲良く話すことができ、居心地よく感じる。
⇒聞きたいことを聞ける環境。実習自体に打ち込める。
・知識の無さを強い言葉で注意され打ちのめされる。

表12．実習先概要

ID 実習期*
病　院 薬　局

病床数（床） 診療科数
（科）

処方せん枚数
（枚/日） 近隣病院の科 薬剤師数

（人）

No. １ 病院(1期)
薬局(3期) 397 25 50 内科、眼科、皮膚科、泌尿器科 3～4

No. ２ 薬局(1期)
病院(3期) 1200 38 70 内科、小児科、眼科、耳鼻咽喉科 3

No. ３ 薬局(2期)
病院(3期) 1200 31 30～35 内科、眼科、皮膚科、整形外科 4～5

No. ４ 薬局(2期)
病院(3期) 1200 31 20～30 小児科、精神科 3

No. ５ 病院(1期)
薬局(3期) 536 32 70 内科、小児科、泌尿器科 4

No. ６ 薬局(1期)
病院(3期) 236 16 150～200 内科、耳鼻咽喉科、皮膚科、精

神科、整形外科 7～8

No. ７ 病院(1期)
薬局(2期) 717 29 100 内科、小児科、眼科、皮膚科、

歯科、整形外科 7

No. ８ 病院(2期)
薬局(3期) 376 26 250 大学病院門前 8～9

No. ９ 薬局(2期)
病院(3期) 200 22 40 内科、小児科 9

No.10 病院(1期)
薬局(3期) 300 30 240 総合病院門前 8

＊実習期はⅠ期：5月7日～7月22日、Ⅱ期：8月6日～10月21日、Ⅲ期：11月5日～1月20日とする。

3.6．結果図
　実務実習を行った薬学生へのインタビューデータを分析した結果、生成されたカテゴ
リーおよび概念の相互関係に基づく全体図については図5に示す通りである。
　分析の結果、自身で変えることのできない実務実習環境からの影響、また、学生と実
務実習先の指導者との出会いのあり方がどのプロセスを辿るのかに大きな影響を与えて
いることが明らかとなった。指導者との出会いが学生自身にとってポジティブなものと
して位置付けられたのか、ネガティブなものとして位置付けられたのか、また何も感じ
なかったかによって学生が実務実習によって体験する感動体験と体験後の変化は異なっ
てくる。また、感動体験によっては時間をかけてその効果が出てくるものもある。「指摘」
や「患者理解の不十分さ」がそれに当てはまる。
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3 .6 ． 結 果図  

 薬 学 実 務 実 習 を⾏っ た 学 ⽣ へ の イ ン タ ビ ュ ー デ ー タ を 分 析 し た 結 果 、 ⽣ 成 さ れ た カ
テ ゴ リ ー お よび概 念 の相互関係に基づく全体図に つ い て は図 5 に⽰す通り で あ る 。  
 分 析 の 結 果 、⾃⾝で 変 え る こ と の できな い 実 習環境か ら の 影 響 、 ま た 、 学 ⽣ と 実 習
先の 指導者 と の 出会い の あ り ⽅ がどの プ ロ セ ス を辿る の か に⼤きな 影 響 を与え て い る
こ と が 明 ら か と な っ た 。 指導者 と の 出会い が 学 ⽣⾃⾝に と っ てポジテ ィ ブ な も の と し
て 位置付 け ら れ た の か 、 ネ ガ テ ィ ブ な も の と し て 位置付 け ら れ た の か 、 ま た何も 感 じ
な か っ た か に よ っ て 学 ⽣ が 実 習 に よ っ て 体 験 す る 感 動 体 験 と 体 験 後 の 変 化 は異な っ て
く る 。ま た 、感 動 体 験 に よ っ て は 時 間 を か け て そ の 効 果 が 出 て く る も の も あ る 。「 指摘」
や 「 患 者 理 解 の不⼗分 さ 」 が そ れ に当て は ま る 。  

 

図 5．結果図  

4． 考  察  

4 .1 ． 感 動 体 験 の 効 果  
薬 学 ⽣ の 実 務 実 習 中 の 感 動 体 験 は 意 欲 の 向 上 や 視 野 の 広 が り 、 他 者 志 向 の 進 展 と い

っ た⾃分⾃⾝の 能 ⼒ の 向 上 に 効 果 が あ っ た 。 こ れ は⼤学 ⽣ に お け る ⽇ 常 の 感 動 体 験 の
効 果 と同様で あ る 4 ）。実 習 で は RS や PS を 経 験 す る こ と で 専 ⾨ 分 野 に 関 連 す る 知 識 や
使命感 を育て る 効 果 や 、 職 業 選 択 へ の 影 響 が⾒ら れ た 。先⾏研 究 の う ち 、幼稚園実 習
に お い て⾃⾝の⼦ども 理 解 が不⼗分 で あ っ た と い う RS を 実 習 中 に 経 験 す る こ と で「⼦
ども 理 解 の発展 」、ま た「ショックか ら の回避」と い う プ ロ セ ス を⽰し た報告が あ る 6 ) 。

4．考　察
4.1．感動体験の効果
　薬学生の実務実習中の感動体験は意欲の向上や視野の広がり、他者志向の進展といっ
た自分自身の能力の向上に効果があった。これは大学生における日常の感動体験の効果
と同様である4）。実習ではRSやPSを経験することで専門分野に関連する知識や使命感を
育てる効果や、職業選択への影響が見られた。先行研究のうち、幼稚園実習において自
身の子ども理解が不十分であったというRSを実習中に経験することで「子ども理解の発
展」、また「ショックからの回避」というプロセスを示した報告がある6)。薬学生の実務
実習においてもRSを経験することで「患者理解の発展」効果が得られていた。一方、今
回RSによる「ショックからの回避」は見られなかった。谷川6)はショックからの回避が
みられたプロセスではその原因として保育者との関係がネガティブなものとして認識さ
れていることを挙げていた。本研究では指導者との葛藤という体験によって回避へと進
むプロセスはあったものの、その体験によるRSへの影響は見られない。対象者がネガテ
ィブな関係となった指導者の下で実習を行った期間は1週間であり、谷川の研究の対象
者の3分の1の期間である。影響が強く出る前に指導者と別れることとなったため、RSへ
の影響が見られなかったのではないかと考えられる。

4.2．実習における他者との関わり
　今回明らかとなった感動体験の種類から、実習生は人との関係を重視していることが
明らかになった。中田らは、薬局実習において学生の印象に残った薬剤師の行動12）につ
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いてテキストマイニング法で分析している。物質である「薬」よりも人である「患者」
への対応が学生の印象に残っていた。薬局実習において学生が薬剤師に尊敬の念を感じ
ることが実習に対する高い満足度に繋がるとされる12)。感動体験の効果を得るためには、
患者や指導薬剤師など人との関わりの機会を多く持つことが重要である。さらに、本研
究の結果より患者や指導者、他の薬剤師と関わることでRSやPSも経験する。
　一方、人との関わりは時にネガティブな体験となることがある。指導者との関係によ
る葛藤がネガティブな感動体験の一つとして上がっていた。葛藤によって目標の喪失へ
と至ってしまう事例を川人らは示している。教育実習は実習生にとってストレスフルな
状況であり、人間関係ストレッサーが抑うつ感を強めるとされる13)。実習中に高いスト
レスを示した実習生は実習後の自己評価がネガティブな傾向になること14)も指摘されて
いる。他者との関わりが感動体験と関連することを念頭に置いた薬学生の実務実習にお
けるフォローが必要である。

4.3．第三者への共有の効果
　本研究では、ポジティブな体験をした際に体験の記憶を持続させることが明らかにな
った。また、指導者との関係による葛藤といったネガティブな感動体験を経験した際の
フォローとして、第三者への共有が重要な意味を持つこともわかった。共有を行うこと
で、抑うつ症状や身体症状が軽くなる15)、開示した相手に受け止められることで自己価
値観が高まる、またソーシャルサポートを他者から引き出すことができるといった効果
がある16)。しかし、共有を行った場合に相手から拒絶的な反応が返された場合、怒りと
抑うつ感情が高まり、それによって開示への抵抗感が強まる可能性もある17)。これを回
避するために、学生は共有の相手を選ぶ上でできるだけ話しやすく、自分の思いを理解
してくれそうな人を共有相手として選択している可能性がある。共有相手としては友人
が多く、大学生は他の年代に比べ、友人関係がソーシャルサポートに重要な役割を果た
しているとする福岡・橋本18)の研究とも一致している。ネガティブな体験の共有相手と
して、実務実習担当の教員をあげた人もいた。しかし、今回の結果では共感を得られな
かったことにより、話さなければよかったというようなネガティブな感情を生んでいる
例があった。実際はすぐに対応することが難しい問題も多く、友人と比較すれば共感に
乏しいと感じられるかもしれない。実務実習担当教員との信頼関係が構築されていない
場合もあり、また実務実習中に話す機会は限られているため、学生にとって教員はあま
りソーシャルサポートの提供者として捉えられていないと考えられる。嶋19)の研究にお
いても、大学生において教員のサポート源としての地位は低いことが分かっている。 第
三者への共有によるネガティブな効果を生まない対処方法としては共有相手を複数持つ
ことである。相手に共感してもらえなかった時の予防という点もあるが、心理的なサポ
ートや娯楽的なサポート等、相手により、受けることのできるサポートは異なるため、
その時必要なサポートを受けることができる19)。また、友人や先輩後輩以外も、学生相
談室もある。こうした何かあった時に頼れる場所や頼れる人を複数、実習の前に把握し
ておくことが重要であると考える。
 
4.4．感動体験が無い場合と実習環境
　心を揺さぶられた体験は無いと感じる原因の一つとして、実習期による想像以上の多
忙や、服薬指導等の体験が少なかったことへの物足りなさ、実習先施設の人間関係があ
った。
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尾形20)の若年就業者の組織適応と不適応を分ける要因に関する研究では、適応ができて
いる対象者の職場は未適応な対象者の職場に比べて学習を奨励する傾向があった。また、
職場が多忙過ぎず、コミュニケーションを活発に取り合える職場の場合もあった。これ
より、感動していないと感じるのは実習生が実習環境の影響を受け、組織適応できてい
ないためであると考えられる。
　実務実習の多忙さは、主に調剤業務のことである。一日中ずっとピッキングという対
象者も少なくなく、服薬指導や、在宅医療への同行といった人との関わりがある体験が
少ないために感動を引き起こさない結果へ繋がったと考えられる。物足りなさを感じる
原因としては、近隣病院の診療科が少なかったり、内科が近隣に無かったり、といった
状況があると、様々な種類の処方せんに触れられないことがあげられる。実習生は現場
に出ることで色々な症例を勉強することができると期待して実習に来ている。しかし、
さまざまな処方箋に触れられないことは、その期待を裏切る形となってしまう。このよ
うに、実務実習に対する学生の期待が大きかったために、様々な処方せんに触れられな
かったことが物足りなさを生んだと考えられる。
　また、実習環境の影響により、初めに感動体験が無いと言っていた対象者もインタビ
ューを行うことで感動体験を思い出す例があった。インタビュー調査が第三者への共有
に相当する経験になったということである。このことからも、実務実習での話を友人や
教員などとすることは重要な意味を持つと考える。
　以上より、学生自身の努力は大前提であるが、実際に実務実習を経験した学生の体験
エピソードを資料として実習環境からの影響をどうすれば回避できるのか考えていくこ
とがこの先の実務実習を良くしていくことに繋がるのではないかと考える。

5．まとめ
　実務実習中に感動体験を経験することで、自分自身の能力向上や、患者理解の発展と
いった効果が期待できる。実習後のフォローによっては、感動体験を引き出せる可能性
も示唆された。第三者への共有は効果をより大きくするが、共有相手から拒絶的な反応
を取られた場合、ネガティブな感情の持続や増幅といった悪影響が出る。複数の共有相
手を持つことや、実習前に十分に援助要請力を向上させておくことが有効である。学生
向けの説明会で体験の共有の重要性に触れること、訪問担当教員やバックアップ教員が
そうした視点を持つことが有益であることが示唆された。学生の感動体験エピソードの
詳細な分析は実務実習改善の貴重な資料となることが明らかになった。

6．謝辞
　本研究を行うにあたり、ご協力頂きましたS大学6年生10名の方々に心より御礼申し上
げます。
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